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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・世界

ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジ
なし）」は、このたび第２期の決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 2032年１⽉15日まで（信託設定日：2021年10⽉５日） 

運 用 方 針 

・ 日本を含む世界各国の債券等を実質的な主要投資対象とし、信託財産
の⻑期的な成⻑を目指して運用を⾏います。 

・ 主要投資対象ファンド*への投資を通じて、主に環境または社会志向
等の持続可能な投資テーマに積極的に取り組んでいると考えられる、
世界各国の様々な発⾏体の債券等に投資します。 
*主要投資対象ファンド： 
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「AB SICAV I－サステナブル・
インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジ
なし）」 

・ 主要投資対象ファンドの運用は、アライアンス・バーンスタイン・エ
ル・ピーに委託します。 
※アライアンス・バーンスタイン（以下、「AB」）には、アライアンス・

バーンスタイン・エル・ピーとその傘下の関連会社を含みます。 
・ 世界の債券市場から、AB独自のSDGs分析を活用し、より魅⼒的な投

資機会を追求します。 
・ 当ファンドは、ファンド・オブ・ファンズ方式により運用を⾏います。 
・ 実質的な組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジ

を⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
世 界 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 債 券 フ ァ ン ド 
（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「AB SICAV I－
サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラス
S1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」、「アライアン
ス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザー
ファンド」 

AB  S IC AV  I － サ ス テ ナ ブ ル ・ 
インカム・ポートフォリオ クラス  
S1QGシェアーズ（為替ヘッジなし） 

日本を含む世界各国の債券等 

アライアンス・バーンスタイン・ 
日 本 債 券 イ ン デ ッ ク ス ・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

わが国の国債および国内外の主要取引所に上場する
債券先物 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
世 界 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 債 券 フ ァ ン ド 
（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

・ 株式への実質投資割合は、制限を設けません。 
・ 外貨建資産への実質投資割合は、制限を設けません。 

AB  S IC AV  I － サ ス テ ナ ブ ル ・ 
インカム・ポートフォリオ クラス  
S1QGシェアーズ（為替ヘッジなし） 

・ 流動性の低い資産への投資は、純資産額の10%を
超えないものとします。 

・ ポートフォリオの借入総額は、純資産額の10%を
上限とします。 

・ ⽶ドル建資産への実質的な投資⽐率について、原
則として純資産総額の90%以上に維持します。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
日 本 債 券 イ ン デ ッ ク ス ・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

・株式への投資は、信託財産の純資産総額の10％以
内とします。 

・外貨建資産への投資は⾏いません。 

分 配 方 針 

原則として、毎決算時（毎年１⽉15日および７⽉15日。休業日の場合
は翌営業日）に、以下の方針に基づき分配を⾏います。 
・ 分配対象額の範囲は、経費控除後の利⼦・配当等収益および売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 
・ 収益分配⾦額は、委託者が基準価額⽔準、市場動向等を勘案して決定

します。ただし、将来の収益分配⾦の⽀払いおよび⾦額について保証
するものではなく、分配可能額が少額の場合には、分配を⾏わないこ
ともあります。 

・ 留保⾦の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」および「運
用方法」に基づいて運用を⾏います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド 
（年２回決算型・為替ヘッジなし） 
追加型投信／内外／債券 
第２期(決算日2022年７⽉15日) 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2021年10月５日 10,000 － － － － － 1 

１期(2022年１月17日) 10,038 0 0.4 0.0 0.0 98.0 273 

２期(2022年７月15日) 10,521 125 6.1 0.0 0.0 99.6 374 
 

（注） 設定日の基準価額は、当初設定時の価額です。また設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を表示しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2022年１月17日 10,038 － 0.0 0.0 98.0 

１月末 10,014 △0.2 0.0 0.0 98.0 

２月末 9,791 △2.5 0.0 0.0 98.9 

３月末 10,152 1.1 0.0 0.0 98.8 

４月末 10,344 3.0 0.0 0.0 98.7 

５月末 10,220 1.8 0.0 0.0 98.7 

６月末 10,463 4.2 0.0 0.0 98.8 

(期  末)      

2022年７月15日 10,646 6.1 0.0 0.0 99.6 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
 
※ ベンチマークおよび参考指数について 

当ファンドの運用方針と類似した適切な指標が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設けておりません。 
 

 

  



品 名：90039_110847_002_08_アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年2回決算型・為替ヘッジなし）_928561.docx 

日 時：2022/09/01 13:42:00 

ページ：2 

 

 

－ 2 － 

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし）（以下「当

ファンド」ということがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年１月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額等の推移 

当ファンドの基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比6.1％※の上昇となりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主としてルクセンブルグ籍円建外国投資証券「AB SICAV I－サステナブル・インカム・ポー

トフォリオ クラスS1QG（為替ヘッジなし）」への投資を通じて運用を行います。当期における基準価額の主な

変動要因は次のとおりです。 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

上昇要因：円安米ドル高となったこと 

 

下落要因：保有している投資適格社債やハイイールド社債、新興国債券の価格下落 

 

  
当期の投資適格社債市場は、2022年３月上旬にかけて、米国における積極的な金融引締め観測や緊迫するウ

クライナ情勢を背景に下落基調で推移しました。その後ロシアとウクライナの停戦交渉への期待から反転し、

米国金利の上昇の一服などを受けて上値を切り上げる展開となりました。 

 

新興国債券市場は、ロシアによるウクライナ侵攻の激化による影響や、米国金利の上昇を受けて下落基調で

推移しました。米国の金融引締めによる景気減速懸念が高まり金融市場のセンチメントが悪化したことも悪

材料となりました。 

 

ハイイールド社債市場は、ウクライナ情勢をめぐる懸念や米国金利の上昇に伴う景気減速懸念などを背景

に、おおむね下落基調で推移しました。 

 

為替市場は、円安米ドル高となりました。米国当局による金融引締めが加速するとの見方から日米の金利差

の拡大を背景に円売り・米ドル買いが優勢となり、米ドルが急速に上昇しました。 

 

  
【当ファンド】 

ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「AB SICAV I－サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QG

（為替ヘッジなし）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持しました。 

また、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」にも投資を行いました。 

 

【AB SICAV I－サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QG（為替ヘッジなし）】 

SDGs＊達成に貢献する発行体等を選別するトップダウンアプローチにより、長期的な観点から事業存続可能

性の高い発行体を抽出し、幅広い債券セクターから魅力度の高い投資機会を追求して運用しました。 

その結果、セクター配分においては、国債やハイイールド社債などを上位としました。国別配分においては、

米国などを上位としました。 

 
＊「SDGs（エスディージーズ：Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標）」とは、貧困や不平等、
環境破壊などの様々な問題を解決することを目指す、世界共通の目標です。17の目標（GOALs）と、より具
体的な169のターゲットから構成されています。2015年９月の国連サミットで、2016年から2030年までの国
際目標として採択されました。 
 

【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】 

主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資することにより、信託財産の

成長を図ることを目標とし、日本国債の長期国債先物への投資を行いました。 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

  
当ファンドは特定の指数を上回ることを目指す運用

を行っていないため、ベンチマークおよび参考指数を

設けておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、125円（１万口当

たり、税込み）としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基

本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第２期 

2022年１月18日～ 
2022年７月15日 

当期分配金 125  

(対基準価額比率) 1.174％ 

 当期の収益 125  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 521  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注）上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

  
【当ファンド】 

ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「AB SICAV I－サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QG

（為替ヘッジなし）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持します。 

 

【AB SICAV I－サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QG（為替ヘッジなし）】 

足元では、すでに利上げに着手した米国に続き欧州でも利上げに踏み切る方針が示されるなど金融政策の

正常化が注目されています。また、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、供給制約やサプライチェーンの混

乱も懸念されます。このような不確実性が高い環境下、様々な債券セクターを投資対象とすることで攻めと守

りの両方の局面に対応する方針です。市場環境に応じてより魅力的な債券セクターに重点的に資産配分を行

うことで、相対的に高い格付と好利回りの両立を目指します。また、グローバル社会が強くコミットしている

SDGs（持続可能な開発目標）達成への貢献度を考慮することで、環境変化への対応に優れ事業が存続する可能

性が高い企業や、サステナブルな社会を実現する国などの発行体を選別して投資します。こうした発行体の債

券は、長期的な信用力の安定が見込めるほか、投資家の需要の高まりの恩恵を受けやすいとみています。引き

続き、環境または社会志向等の持続可能な投資テーマに積極的に取り組む世界各国の発行体の債券に投資す

ることで、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。 

 

【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】 

引き続き、主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資を行います。 

 
（注） 将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年１月18日～2022年７月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 31  0.310  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 3)  (0.027)  委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (27)  (0.270)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.000   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.000)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） そ の 他 費 用 5   0.049   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） ( 5)  (0.049)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、計理業務関係費用、印刷業者等に支払う法定書類の
作成・印刷・交付および届出に係る費用等 

 合 計 36   0.359    

期中の平均基準価額は、10,164円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 組入投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入ファンドの概要」に

表示することとしております。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90039_110847_002_08_アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年2回決算型・為替ヘッジなし）_928561.docx 

日 時：2022/09/01 13:42:00 

ページ：7 

 

 

－ 7 － 

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.24％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

○売買及び取引の状況 (2022年１月18日～2022年７月15日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
AB SICAV I- サステナブル・インカム・ 
ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ(為替ヘッジなし) 

15,133 149,766 6,080 61,360  
 

（注） 金額は受け渡し代金。 

（注） 金額の単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月18日～2022年７月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○自己設定による当ファンドの設定・解約状況 (2022年１月18日～2022年７月15日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

（注） －印は該当なし。 

 

○組入資産の明細 (2022年７月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 
AB SICAV I- サステナブル・インカム・ 
ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ(為替ヘッジなし) 

26,841 35,894 373,234 99.6 

合 計 26,841 35,894 373,234 99.6 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

  

投資信託証券 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド 8 8 9 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年７月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 373,234 97.9 

アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド 9 0.0 

コール・ローン等、その他 7,931 2.1 

投資信託財産総額 381,174 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年７月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 381,174,354   

 コール・ローン等 6,549,844   

 投資信託受益証券(評価額) 373,234,629   

 アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド(評価額) 9,881   

 未収入金 1,380,000   

(B) 負債 6,579,018   

 未払収益分配金 4,450,397   

 未払解約金 832,483   

 未払信託報酬 1,118,955   

 未払利息 18   

 その他未払費用 177,165   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 374,595,336   

 元本 356,031,768   

 次期繰越損益金 18,563,568   

(D) 受益権総口数 356,031,768口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,521円 
 

（注） 期首元本額272,554,330円、期中追加設定元本額146,665,285円、

期中一部解約元本額63,187,847円。当期末現在における１口当

たり純資産額1.0521円。 
 

○損益の状況 (2022年１月18日～2022年７月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 7,478,258   

 受取配当金 7,481,549   

 支払利息 △     3,291   

(B) 有価証券売買損益 15,810,289   

 売買益 17,163,772   

 売買損 △ 1,353,483   

(C) 信託報酬等 △ 1,296,120   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 21,992,427   

(E) 前期繰越損益金 △ 2,467,527   

(F) 追加信託差損益金 3,489,065   

 (配当等相当額) (   1,819,011)  

 (売買損益相当額) (   1,670,054)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 23,013,965   

(H) 収益分配金 △ 4,450,397   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 18,563,568   

 追加信託差損益金 3,489,065   

 (配当等相当額) (   1,819,011)  

 (売買損益相当額) (   1,670,054)  

 分配準備積立金 15,074,503   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第２期計算期間末における費用控除後の配当等収益額

（7,062,074円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買

等損益額（11,665,247円）、収益調整金額（3,489,065円）およ

び分配準備積立金額（797,579円）より分配対象収益額は

23,013,965円（10,000口当たり646円）であり、うち4,450,397円

（10,000口当たり125円）を分配金額としております。 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 125円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特

別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配落ち

後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2022年７月15日現在) 

＜アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド＞ 
 下記は、アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド全体(122,752,158千口)

の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

国債証券 
111,881,800 111,941,518 77.2 － － － 77.2  

(111,881,800) (111,941,518) (77.2) (－) (－) (－) (77.2) 

合 計 
111,881,800 111,941,518 77.2 － － － 77.2  

(111,881,800) (111,941,518) (77.2) (－) (－) (－) (77.2) 
 

（注） （ ）内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） －印は該当なし。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
国債証券 ％ 千円 千円  
第1009回国庫短期証券 － 37,681,800 37,681,950 2022/７/20 
第1071回国庫短期証券 － 37,500,000 37,512,225 2022/10/11 
第1088回国庫短期証券 － 36,700,000 36,747,343 2023/６/20 

合 計  111,881,800 111,941,518  
 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

債券先物取引 １０年国債標準物 144,960 － 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 

（注） －印は該当なし。 

 

 

国内公社債 

先物取引の銘柄別期末残高 
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AB SICAV I – サステナブル・インカム・ポートフォリオ 

AB SICAV I – サステナブル・インカム・ポートフォリオ 
クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし） 

 
アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし）が組入対象

とするルクセンブルグ籍円建外国投資証券「AB SICAV I – サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ
スS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」は、2022年５⽉31日に第１期決算を迎えておりますが、現在監査
未了のため記載すべき事項はありません。 
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